
キ
ャ
ン
プ
場
へ
は
午
後
２
時

に
着
き
、
記
念
撮
影
後
に
小
高

い
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
へ
移
動
し

て
、
テ
ン
ト
４
張
り
を
１
時
間

弱
で
設
営
。
さ
ら
に
６
年
生
ら

は
、
大
き
い
薪
を
広
場
へ
運
ん

で
井
桁
に
組
み
、
夜
の
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
に
備
え
た
。

休
憩
後
、
カ
レ
ー
調
理
が
始

ま
る
。
６
連
か
ま
ど
の
火
起
こ

し
は
、
近
代
的
な
火
打
ち
石
で

着
火
。
「
暑
い
」
「
熱
い
」
を

連
発
し
た
飯
盒
炊
飯
と
カ
レ
ー

調
理
だ
っ
た
が
、
出
来
具
合
は

満
点
。
思
わ
ず
「
ヤ
ッ
タ
ー
」

と
、
汗
だ
く
の
顔
に
笑
顔
が
こ

ぼ
れ
た
。

午
後
６
時
30
分
、
夕
食
の
カ

レ
ー
と
サ
ラ
ダ
の
セ
ッ
ト
を
前

に
手
を
合
わ
せ
、
全
員
そ
ろ
っ

て
「
い
た
だ
き
ま
ー
す
」
。
野

外
で
食
べ
る
美
味
し
さ
か
ら
、

お
か
わ
り
を
す
る
人
も
。

オ
ー
ロ
ラ
の
よ
う
な
夕
焼
け

雲
が
消
え
た
午
後
７
時
30
分
、

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
は
ス
タ

ー
ト
。
女
神
入
場
後
、
「
燃
え

ろ
よ
燃
え
ろ
」
の
曲
が
流
れ
る

な
か
分
火
。
中
央
の
薪
へ
火
が

入
る
と
、
夜
空
を
焦
が
す
大
き

な
炎
に
皆
の
表
情
が
浮
か
び
上

が
っ
た
。

今
回
の

エ
ー
ル
マ

ス
タ
ー
は

育
成
会
の

藤
井
大
輔

会
計
が
務
め
、
全
員
で
キ
ャ
ッ

チ
ゲ
ー
ム
、
バ
ー
ス
デ
ー
チ
ェ

ー
ン
、
ボ
ー
ル
リ
レ
ー
、
最
後

に
エ
ビ
カ
ニ
ク
ス
を
踊
る
と
雰

囲
気
は
最
高
潮
。
皆
の
笑
い
声

が
森
の
奥
深
く
響
き
渡
っ
た
。

予
定
の
１
時
間
は
あ
っ
と
い

う
間
に
過
ぎ
、
大
き
な
炎
も
や

が
て
小
さ
な
炎
に
。
団
員
ら
は

楽
し
か
っ
た
ひ
と
時
を
胸
に
刻

み
一
日
目
の
日
程
を
終
え
た
。

二
日
目
は
ラ
ジ
オ
体
操
後
に

朝
食
を
と
り
、
テ
ン
ト
を
撤

収
。
同
９
時
か
ら
三
色
の
顔
料

を
使
っ
て
ベ
ン
ガ
ラ
陶
芸
の
絵

付
け
を
体
験
し
た
。
午
後
か
ら

は
雨
模
様
の
た
め
１
時
間
早
く

キ
ャ
ン
プ
場
を
出
て
、
午
後
２

時
に
無
事
井
原
へ
戻
っ
た
。

倉
掛
自
治
連
合
会
が
消
火
器

21
本
を
購
入
し
８
月
７
日
、
使

用
期
限
（
10
年
間
）
の
迫
っ
た

器
具
等
の
点
検
及
び
交
換
作
業

を
行
っ
た
。

役
員
は
２
班
に
分
か
れ
、
軽

ト
ラ
ッ
ク
に
消
火
器
と
器
具
箱

を
積
み
、
地
図
に
記
載
さ
れ
て

い
る
場
所
を
確
認
し
な
が
ら
、

使
用
期
限
が
２
０
２
１
年
の
も

の
を
交
換
。
す
べ
て
の
消
火

器
、
消
火
器
具
箱
の
点
検
を
行

っ
た
。

倉
掛
自
治
連
合
会
の
片
岡
秀

憲
会
長
は
「
本
年
度
も
倉
掛
地

区
内
で
建
物
火
災
が
発
生
し
、

店
舗
が
全
焼
し
ま
し
た
。
各
組

自
治
会
に
は
消
火
器
が
設
置
し

て
あ
り
ま
す
。
火
災
は
い
つ
発

生
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
設

置
箱
を
再
確
認
し
て
い
た
だ

き
、
も
し
も
の
時
に
は
ご
活
用

く
だ
さ
い
。
来
年
も
21
本
の
消

火
器
を
交
換
し
ま
す
」
と
防
火

を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

倉
掛
少
年
団
が
７
月
25
日
、

井
原
小
学
校
で
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス

ボ
ー
ル
の
基
本
練
習
を
実
施
。

７
月
26
日
か
ら
２
週
間
、
郷

社
境
内
で
ラ
ジ
オ
体
操
。

そ
の
最
終
日
の
８
月
８
日
に

は
体
操
終
了
後
、
倉
掛
公
園
の

清
掃
作
業
を
行
っ
た
。
団
員
は

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
暑
さ
に

負
け
ず
、
育
成
会
の
協
力
を
得

て
元
気
に
活
動
し
て
い
る
。

第
２
回
新
講
意
見
交
換
会
が

つ
ど
え
～
る
で
７
月
10
日
、
講

員
と
郷
社
役
員
ら
32
人
が
出
席

し
て
開
か
れ
た
。

秋
季
大
祭
前
に
毎
年
、
当
番

組
が
拝
殿
前
の
大
し
め
縄
を
足

次
山
神
社
へ
奉
納
し
て
き
た
地

縁
的
祭
祀
集
団
の
新
講
。
こ
の

日
は
総
代
と
敬
神
会
を
交
え
て

開
か
れ
、
大
き
く
は
①
現
状
維

持
派
と
、
②
大
し
め
縄
は
区
当

番
に
お
願
い
す
べ
き
と
す
る
改

革
推
進
派
に
分
か
れ
る
形
に
。

講
員
減
少
に
歯
止
め
が
か
か

ら
な
い
状
況
下
、
「
継
続
に
無

理
が
生
じ
始
め
て
い
る
現
実
を

時
代
に
沿
っ
た
形
に
で
き
な
い

か
」
と
い
っ
た
声
の
一
方
、

「
周
囲
へ
の
影
響
を
考
え
る
と

自
分
の
意
見
は
出
し
に
く
い
」

と
気
兼
ね
す
る
講
員
も
い
る
。

今
年
10
月
の
大
祭
前
の
組
織

及
び
内
容
変
更
は
難
し
い
こ
と

か
ら
、
今
の
体
制
を
維
持
し
、

引
き
続
き
議
論
を
重
ね
る
方
向

で
一
致
し
た
。
次
回
開
催
日
は

未
定
。
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（１）

〈発行 所〉

倉 掛 自 治 連 合 会

井原市井原町倉掛

会長／片岡秀憲

〈編 集〉

倉 掛 自 治 連 合 会

倉 掛 少 年 団 育 成 会

消防井原分団第３部

現

状

維

持

派

と

改
革
推
進
派
に
二
分

倉
掛
少
年
団
が
７
月
17
～
18
日
の
二
日
間
、
高
梁
自
然
公

園
キ
ャ
ン
プ
場
で
一
泊
二
日
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
を
実
施

し
、
関
係
者
36
人
が
参
加
し
た

練
習
＆
体
操
＆
清
掃

新
講
意
見
交
換
会

倉
掛
少
年
団
元
気
に
活
動

高梁自然公園で
少年団キャンプ

自治連 防火器具点検

消火器は薬剤の有効期限、消火栓用ホースは
経年劣化のチェックが欠かせない



サ
ロ
ン
あ
す
は
が
つ
ど
え
～

る
で
７
月
29
日
、
絵
手
紙
を
楽

し
む
集
い
を
開
き
12
人
が
参
加

し
た
。

午
前
10
時
、
山
岡
由
紀
恵
代

表
が
「
き
ょ
う
は
石
原
和
子
先

生
を
お
迎
え
し
て
の
絵
手
紙
教

室
で
す
。
楽
し
み
な
が
ら
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
講
師
紹
介

を
兼
ね
て
挨
拶
。

石
原
講
師
は
最
初
に
和
紙
を

使
っ
た
画
仙
紙
は
が
き
・
筆
・

青
墨
な
ど
、
道
具
の
特
徴
や
使

い
方
に
つ
い
て
順
を
追
っ
て
説

明
し
た
。

さ
ら
に
「
線
画
は
筆
を
立

て
て
ゆ
っ
く
り
と
直
線
や
曲

線
を
描
く
練
習
か
ら
始
め
ま

す
。
ま
た
１
個
の
リ
ン
ゴ
を

描
く
な
ら
単
に
丸
い
よ
り
、

は
が
き
か
ら
は
み
出
し
た
様

に
描
く
と
想
像
が
膨
ら
む
よ

う
な
作
品
に
な
り
ま
す
。
薄

い
色
か
ら
先
に
描
く
こ
と
に

も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
」
な

ど
と
初
心
者
に
も
分
か
り
や

す
く
ア
ド
バ
イ
ス
。

受
講
者
は
石
原
講
師
か
ら

個
人
指
導
も
受
け
な
が
ら
、

約
90
分
間
で
２
枚
の
ハ
ガ
キ

へ
野
菜
や
果
物
を
描
く
個
性

豊
か
な
絵
手
紙
づ
く
り
を
楽

し
ん
だ
。
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8/29  井原ソフトボールリーグ戦

新町－倉掛 ８：３０～

8/29  つどえ～る手話体験講座②

9/ 5  井原分団第３部試運転日

9/ 5  郷社一斉清掃 午前８時～

9/18  倉掛自治連合会

役員会＆防犯パトロール

9/19  三世代交流グラウンドゴルフ

倉掛少年団主催（郷社）

9/19  欅の杜の市（門田町大谷）

10/ 2  郷社足次山神社役員会

午後７時～（つどえ～る）

10/ 3  井原分団第３部試運転日

10/ 3  郷社一斉清掃 午後１時～

10/17  郷社足次山神社当番祭

10/24  井原町秋季大祭
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◆ 行 事 予 定 ◆

私
が
氏
神
様
で
あ
る
郷
社
（
足
次
山
神
社
）

に
よ
く
参
拝
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
約
２
年

前
か
ら
で
し
た
。

と
は
言
っ
て
も
、
毎
月
１
日
と

15
日
、
あ
と

は
、
で
き
る
な
ら
ば

24
節
気
と
決
め
て
参
拝
し

て
い
ま
す
。

そ
れ
以
前
は
、
ほ
と
ん
ど
足
を
運
ぶ
こ
と
な

く
、
正
月
を
含
め
、
年
に
１
～
２
度
し
か
参
拝

し
ま
せ
ん
で
し
た
。

参
拝
の
時
は
早
朝
で
、
誰
も
い
な
い
こ
と
を

確
認
し
て
、
静
か
に
参
拝
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

敷
地
に
入
る
と
季
節
に
よ
っ
て
は
桜
が
咲
い

て
い
た
り
、
蝉
が
鳴
い
て
い
た
り
と
、
季
節
の

変
化
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
と
と
も
に
、
敷

地
を
き
れ
い
に
維
持
、
管
理
に
ご
尽
力
さ
れ
て

い
る
方
々
に
頭
が
下
が
る
思
い
で
す
。

そ
し
て
、
ご
利
益
の
お
陰
か
、
い
ろ
い
ろ
な

方
と
の
新
た
な
ご
縁
を
い
た
だ
き
、
自
分
を
取

り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
。
ま
さ
に
縁
結
び
を
し
て
い
た
だ
い

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
郷
社
と
い
う
所
は
今
か
ら
思
え

ば
特
別
な
場
所
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

幼
少
よ
り
少
年
団
の
行
事
で
常
に
行
事
の
拠

点
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。

そ
の
昔
、
運
動
会
も
行
わ
れ
、
今
か
ら
思
う

と
よ
く
、
あ
の
広
さ
で
行
わ
れ
た
も
の
だ
と
懐

か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

初
詣
、
春
と
秋
の
祭
り
な
ど
で
は
、
遠
方
か

ら
も
人
が
集
い
、
交
流
す
る
中
心
的
な
存
在
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
為
か
、
場
所
を
説
明
す
る
に
も
と
て
も

便
利
で
、
よ
く
、
「
ど
こ
に
住
ま
わ
れ
て
い
ま

す
か
？
」
と
聞
か
れ
る
と
、
「
郷
社
に
近
い
場

所
」
と
言
う
だ
け
で
、
か
な
り
の
確
率
で
理
解

し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

そ
の
郷
社
も
コ
ロ
ナ
の
為
、
祭
り
な
ど
は
縮

小
さ
れ
、
人
が
集
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
た
と

寂
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

一
日
も
早
く
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
て
、
以
前
の

様
に
人
が
集
い
、
楽
し
め
る
日
が
戻
る
こ
と
を

切
に
願
い
ま
す
。

※つどえ～るカフェはコロナ禍

のため休止中

※つどえ～る金曜朝市はコロナ

禍のため休止中

コい

ーき

ナい

ーき

倉掛自治連合会

監（幹）事 濱田 英樹

氏 神 様

倉 掛 ほ っ と 情 報
■倉掛ソフトボール同好会（7/11）

１
年
ぶ
り
に
活
動
再
開

つ ど え ～ る

フ ォ ト コ ン
つどえ～るでは「家族と緑

のカーテン」をテーマに“Ｓ

ＤＧｓつどえ～る写真コンテスト”を実施

します。ゴーヤと家族の笑顔を重ね合わせ

た心温まる作品をお寄せください。

◇ ◇

【応募規定】

・応募は井原市在住か勤務の方。

・一人２点以内（応募費は無料）

・作品は2021年5月1日～同年8月31日に井

原市内で撮影されたもので、写真サイズ

は原則Ａ４、四切り、ワイド四切り。

【応募方法】

・受付期間：2021年9月1日～9月19日

【発表＆表彰】

・審査結果は9月下旬に本人へ通知。

【申込窓口】

井原市市民活動センター（つどえ～る）

井原市井原町352-1 ℡62-9090

※詳しくはつどえ～る事務局へ

サ

ロ

ン

あ

す

は

井原町ソフトボール同好会のリーグ戦が井原

小学校で７月１１日に行われた。倉掛は１試合

目の猪清に不戦勝。２試合目は夏目と対戦し、

３回表の時点で２対２と白熱した展開に。しか

しその裏、夏目の猛攻撃を浴び倉掛は惜しくも

敗れた。（写真＝打者はヒットを放つ１５-１

組・山岡秀男選手）


